
花花きをきをめぐる情勢めぐる情勢

花き産業振興室

平 成 ２ ３ 年 ５ 月



目 次目

１ １
２ ２

Ⅰ　概要
花き産業の位置づけ　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
花きの生産から消費まで ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ ２

３ ３
４ ５
５ ６
６ ７

花きの生産から消費まで 　
需給状況　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
輸入の状況　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
輸出の状況　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
生産の状況６ ７

７ ９
８ １０

生産の状況 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
流通の状況　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
消費の状況　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１ １１
１３
１４

Ⅱ　課題とその対応方向
需要の低迷　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

対応策１：消費者に対する正しい知識の普及　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
対応策２：新しい需要の創出－花育 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４

１５
１６

２ １７
１９

輸入の拡大と国内生産の減少　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

対応策２：新しい需要の創出 花育 　
対応策３：新しい需要の創出－花きの魅力、効用　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
対応策４：新しい需要の創出－輸出の拡大　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

対応策５ 低コスト化と差別化 ブランド化による髙付加価値化の推進 １９
２０

３ ２１
２３

対応策５：低コスト化と差別化・ブランド化による髙付加価値化の推進 　・・・・・・・・・・・・・
対応策６：商品情報提供強化　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ニーズへの対応　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
対応策７：需要家ニーズの把握・分析、生産販売戦略の策定・実践　　・・・・・・・・・・・・・・・

ズ ２４対応策８：日持ちの良い花き等を求めるニーズへの対応 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



Ⅰ 概要
１ 花き産業の位置づけ

○我が国の花き生産額は縮小傾向にあるものの世界第３位。
○国産花き由来の取引額（購入者価格）は約９，４１２億円となっており、酪農 と同程度。また、他産業では運動用品

が同程度。
○花き作付け面積は、全農業作付面積の０．８％にあたる３万３千ｈａにすぎないが、花き農業従事者数は、全農業

従事者数の７％にあたる２４万６千人、花き産出額は、農業総産出額の４．８％にあたる３，８２６億円。

○農業における花き産業の地位○国別花き生産額

百万ユーロ

花きの農業従事者数

5 0

6.0 

7.0 

8.0 

％

花き産出額
３，８２６億円（Ｈ２１）

（４．８％）

花きの農業従事者数
２４万６千人（Ｈ１７）

（７．３％）

資料：（財）日本花普及センター「フラワーデータブック」
農林水産省：「花木等生産状況調査」
農林水産省 「生産農業所得統計

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

花き作付け面積
３万３千ｈａ（Ｈ２１）

（０．８％）

○花き産業の規模 資料：農林水産省「花木等生産状況調査」、「耕地及び作付面積統計」
「２００５農林業センサス」、「生産農業所得統計」

注：下段の（ ）内は、全農業に対する割合
花木類の産出額は出荷額

（単位：億円）
産出額 取引額（国産由来）区分

農林水産省：「生産農業所得統計」
注：日本における切り花類、鉢もの類、花壇用苗もの類、球根類、芝は産出額で計算。

0.0 

花木類の産出額は出荷額。産出額 取引額（国産由来）
4,710 9,412
9,684 10,591

清酒 4,111 7,058
建設用木製品 7,009 9,320
パルプ 5,622 7,207
運動用具 4 284 9 698

区分
花き産業
酪農産業

製造業

運動用具 4,284 9,698
サービス業 写真業 4,035 4,055

7,557 16,026

20,355 34,532

資料：総務省統計局「平成１７年産業連関表（基本分類表）」より

果実産業

野菜産業



２ 花きの生産から消費まで

○花きの流通は、全国の産地から卸売市場に集められ、価格形成後、仕入れた花きを小売店が実需者・消費者に
販売する方法が中心。市場経由率は８３％。

種苗・生産 流通 小売 消費

花き産出額 ：3,826億円（H21）

花き販売農家戸数：67,000戸（H22）

花き生産者
市場外取引例
・インターネットを活用した産直販売
・小売が生産者から直接買付、販売
・直販施設等での販売 等

市場外取引

花き等取扱小売
購入者価格：9,738億円

（H17）

市場経由率：83.0%（H19）

花き卸売市場

販売額：8,081億円
店舗数 ：41,000店

花き等専門小売業

家庭用

贈答用

販売額：約500億円（推定）

種苗業者
取扱金額 ：4,426億円（H19）

花き市場数：192市場（H19）

卸売事業者数 社（ ）

花き卸売業者

販売額 ：5,200億円（H19）

事業所数：21,000店（H19）

食料品スーパー

贈答用

ブライダル

業者数：約40社（推定）
卸売事業者数：201社（H19）

取扱金額 ：約870億円（Ｈ18推定）

仲卸売業者

販売額 ：500億円（H19）

事業所数：5,400店（H19）

住関連スーパー
（ホームセンター含む）

葬 儀

稽 古

輸入業者

（市場仕入額）

花束加工業者

販売額：1,400億円（H19）

事業所数：3,100店（H19）
その他

総合スーパー、百貨店

輸入額：524億円（H22）

（切り花類：366億円）

（球根類 ： 71億円）

業者数：約800社（推定） 通信販売、その他

資料：財務省「貿易統計」、経済産業省「商業統計」、総務省統計局「平成１７年産業連関表」、農林水産省「農林業センサス」、「花き生産出荷統計」、「生産農業所得統計」、農林水産省総合食料局流通課及び生産局生産流通振興課調べ



３ 需給状況（１）

○切り花類の需要は、景気低迷の影響等からキク、カーネーションなどの主品目を中心に近年横ばいないし微減傾
向。

○鉢もの類の需要は、平成１６年までは増加傾向にあったが、平成１７年より減少へ。

○切り花類の需要量及び国内消費仕向額の推移 ○鉢もの類の需要量及び国内産出額の推移
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（資料）農林水産省統計部「花き生産出荷統計」、｢生産農業所得統計｣
生産局（農産園芸局）「花き類の生産状況等調査」、「花木等生産状況調査」
植物防疫所「植物検疫統計」

（資料）農林水産省統計部「花き生産出荷統計」、｢生産農業所得統計｣
生産局（農産園芸局）「花き類の生産状況等調査」、「花木等生産状況調査」

注 鉢もの類の輸入量は全体と比較して少量と見られ、数量の把握も困難であるため、

その他 シクラメン 洋ラン類

花木類 観葉植物 国内産出額

ユリ（国産） トルコギキョウ（国産）
カーネーション（国産） バラ（国産）
キク（国産） 国内消費仕向額

注 需要量＝国内生産量＋輸入量 国内消費仕向額＝国内産出額＋輸入額としている。
S60とH2は農産園芸局「花き類の生産状況等調査」の数値。
年産区分は、H18までは主たる出荷期間、H19から暦年としている。

注 鉢 類 輸入 体 較 少 見 、数 把握 困難 あ 、
ここでは需要量＝国内生産量としている。
S60、H2は農産園芸局「花き類の生産状況等調査」による。
年産区分は、H18までは主たる出荷期間、H19から暦年としている。



○花壇用苗もの類の需要は ガ デニングの普及・定着により増加していたが 近年微減傾向

３ 需給状況（２）

○花壇用苗もの類の需要は、ガーデニングの普及・定着により増加していたが、近年微減傾向。
○球根類の需要は、消費者ニーズの多様化等により、平成１２年より減少傾向。

○花壇用苗もの類の需要量及び国内産出額の推移 ○球根類の需要量及び国内消費仕向額の推移
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（資料）農林水産省統計部「花き生産出荷統計」、｢生産農業所得統計｣
生産局（農産園芸局）「花木等生産状況調査」「花き類の生産状況等調査」

注 花壇用苗もの類の輸入量は全体と比較して少量とみられ、数量の
把握も困難であるため、ここでは需要量＝国内生産量としている。

（資料）農林水産省統計部「花き生産出荷統計」、「生産農業所得統計」
生産局（農産園芸局）「花木等生産状況調査」「花き類の生産状況等調査」
植物防疫所「植物検疫統計」

注 需要量＝国内生産量＋輸入量 国内消費仕向額＝国内産出額＋輸入額としている。

パンジー 国内産出額（億円）
輸入 その他 ｸ ﾗｼ ｵﾗｽ

ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ ユリ 国内消費仕向額

把握 難 あ 、 需要 国 産 。
S60、H2は農産園芸局「花き類の生産状況等調査」による。
年産区分は、H18までは主たる出荷期間、H19から暦年としている。
H19からペチュニア・マリーゴールド・サルビアは「その他」に含まれている。

注 需要量 国内生産量＋輸入量 国内消費仕向額 国内産出額＋輸入額としている。
S60、H2は農産園芸局「花き類の生産状況等調査」による。
年産区分は、H18までは主たる出荷期間、H19から暦年としている。
H19からユリ・チューリップ・グラジオラスは「その他（国産）」に含まれている。



○花きの輸入は、切り花類及び球根類が大部分。
○花きの輸入額は、近年、減少傾向にあったが、平成２２年は増加した。一方、切り花の輸入シェア（数量ベース）

成 年 在 あ 割 増 傾向

４ 輸入の状況

は、平成２１年現在２０．６％であり、その割合は増加傾向。
○切り花類の主な輸入国相手は、マレーシア、中国、コロンビアとなっており、上位３ヵ国の輸入切り花のシェアは

５４％（平成２２年、金額ベース）。
○品目別では、キク、カーネーション、ラン、バラの４品目で輸入シェアの７１％（平成２２年、金額ベース）。

○花きの輸入額 ○切り花類の国別輸入額
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資料：財務省「貿易統計」、農林水産省「植物検疫統計」

0
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キク ラン ｶｰﾈｰｼｮﾝ

切り花類 球根類 根付きの植物等 切り花輸入シェア

（数量ベース）



５ 輸出の状況

○花きの輸出は、鉢もの・盆栽・植木類を中心に、近年、大幅に増加。平成１９年は対前年比の２倍。その後、減少し
たものの平成２１年は約５０億円。特に、急速な経済発展に伴うアジア地域における植木、緑化木等に対する需要

百万円
葉・枝 その他加工

拡大等を背景に、香港、ベトナム、中国向けが急増。

○品目別輸出量推移

4,000

5,000

6,000 葉 枝、その他加工

切花（生鮮）

苗物（挿穂・接ぎ穂）

球根類

鉢物 盆栽 植木等

1,000

2,000

3,000 鉢物、盆栽、植木等

0

H14 H15 H16 H17 H18 H19 Ｈ20 H21 年

○輸出先国別推移
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台湾
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0
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H14 H15 H16 H17 H18 H19 Ｈ20 H21
年

中華人民共和国

ベトナム

香港

資料：財務省「貿易統計」



○花きの販売農家数は、８万１千戸（総販売農家数の４．１％）で、花きの農業従事者数は、２４万６千人（主に農業に
従事する総農業者数の７ １％）となっており両方とも減少傾向 核となる花き単一経営の認定農業者数は 平成

６ 生産の状況（１）

従事する総農業者数の７．１％）となっており両方とも減少傾向。核となる花き単一経営の認定農業者数は、平成
１６年までは増加傾向にあったが、その後横ばい。

○農業総産出額に占める花きの主業農家のシェアは、８７％ と他の品目に比べて高いシェア。

品目

農業総産出額　85千億円（100％）

構成比
（％）

農業
産出額

（千億円）

○販売農家数の推移 ○品目別にみた農業総産出額の農家類型別シェア（平成１７年）

  

　　米 ２０ ２３

　麦　類 ２ ２
豆 類 １ １

　いも類 ２ ２
工芸農作物 ３ ４

76 159
83 9
85

9

主業農家
38％

副業的農家
37％

準主業農家
24％

76 159

97

（千億円）

　　　区　　　分  H2 7 12 17

花き販売農家数（千戸） 127 110 88 81

4.3％ 4.1％ 3.8％ 4.1％

― 330 278 246

（総販売農家数に占める比率）

花き農業従事者数（千人）

（主 農業 従事する総農 工芸農作物 ３ ４

　野　菜 ２０ ２４

　果　樹 ７ ８

85

18

82 118

16

9

67

7

定農業者数 推

―
8.0% 7.1% 7.1%

資料：統計部「農林業センサス」、ただしH2については、花きの区分がないため不明

（主に農業に従事する総農

業者数に占める比率）

販売農家：経営耕地面積が30a以上又は調査期日前１年間
における農産物販売金額が50万円以上の農家

　花　き ４ ５

　酪　農 ７ ８

　肥育牛 ５ ６

　　豚 ５ ６

　その他 １０ １２

92 52

92 63

87 58

95 32
○認定農業者数の推移

 (単位：人)

　　　区　　分  H9 12 17 19 20 21

認定農業者数 98,232 145,057 191,633 228,593 239,286 246,105

花き 7 486 11 238 14 224 14 214 14 313 14 444

資料：農林水産省「生産農業所得統計」、「2005年農林業センサス」、「経営形態別経営統計（個別経営）」

注１) 主副業別シェアについては、「2005年農林業センサス」、 「経営形態別経営統計（個別経営）」より推計。

注２） 「その他」には、農業産出額シェアの小さい複数の品目が含まれるため、主副業別シェアは示していない。

注３） 17年の産出額は概数値。

認定農業者：農業経営基盤強化促進法に基づき、自らの農業経営を計画的に改善しようとする者 主業農家：農業所得が主（農家所得の50％以上が農業所得）で １年間に60日以上自営農

花き 7,486 11,238 14,224 14,214 14,313 14,444
うち単一経営 4,676 7,194 7,995 8,123 8,337 8,415

資料：経営局「農業経営改善計画の営農類型別認定状況」

     花きの認定農業者数は、花きの単一経営及び準単一複合経営の認定農業者の合計

注1:各年３月末現在の認定農業者数

認定農業者：農業経営基盤強化促進法に基づき、自らの農業経営を計画的に改善しようとする者
が農業経営改善計画を作成し、市町村から当該改善計画の認定を受けた者

主業農家：農業所得が主（農家所得の50％以上が農業所得）で、１年間に60日以上自営農
業に従事している65歳未満の世帯員がいる農家

準主業農家：農外所得が主（農家所得の50％未満が農業所得）で、１年間に60日以上自営
農業に従事している65歳未満の世帯員がいる農家

副業的農家：１年間に60日以上自営農業に従事している65歳未満の世帯員がいない農家



○花きの産出額（平成２１年）は、３，８２６億円（農業総産出額の４．８％）で、切り花の輸入増加、栽培農家の減少等
を背景に、平成１０年頃をピークに全品目を通じて減少傾向。

６ 生産の状況（２）

○花きの作付け面積は、３万３千ｈａ（全耕地面積の０．７％）で、平成１０年頃をピークに花木類、切り花類を中心に
減少傾向。

○切り花類の主要産県の産出額を見ると、愛知県が１位を維持。昭和６０年と比較して、平成２１年において鹿児島
県、北海道の産出額が２倍以上増加。
○鉢もの類の主要産県の産出額を見ると、愛知県が１位、埼玉県が２位を維持。昭和６０年と比較して、平成２１年に

おいて、静岡県、岐阜県、長野県、新潟県、茨貴県の産出額が２倍以上増加。

○産出額の推移 ○切り花類の主要産県（産出額）
億円億円

S60  H2 7 10 12 17 18 19 20 21
花き産出額 4,145 5,573 6,233 6,346 5,867 4,997 4,802 4,819 4,012 3,826

3.6% 4.8% 6.0% 6.4% 6.4% 5.9% 5.8% 5.8% 4.6% 4.8%

切花類 1,577 2,444 2,894 3,009 2,682 2,462 2,424 2,451 2,206 2,136

鉢もの類 612 930 1,194 1,264 1,219 1,104 1,104 1,124 1,009 944

　区　　分

(農業総産出額に占
める比率）

億円

H21/S60
愛知県 193 愛知県 306 1.59
静岡県 120 千葉県 129 1.55
福岡県 115 福岡県 127 1.10
長野県 101 長野県 108 1.07

S60 H21

億円

花壇用苗
もの類

36 77 174 324 400 372 347 364 332 317

花木類※ 1,751 1,832 1,679 1,505 1,371 892 771 734 320 293

球根類 66 74 65 64 53 29 27 32 30 27

芝 81 176 174 119 87 80 77 64 66 65

地被植物
類

22 39 53 61 55 59 52 50 49 44

資料：統計部「生産農業所得統計」、生産局（農蚕園芸局）「花き類

千葉県 83 静岡県 104 0.87
沖縄県 73 沖縄県 103 1.41
兵庫県 68 鹿児島県 103 2.10
熊本県 62 北海道 98 5.76
高知県 52 熊本県 63 1.02

鹿児島県 49 埼玉県 61 1 42

S60  H2 7 10 12 17 18 19 20 21
花き作付面積 36.2 45.7 48.4 47.0 45.5 37.9 36.8 35.6 34.7 32.8

0 6% 0 9% 1 0% 1 0% 1 0% 0 8% 0 8% 0 8% 0 7% 0 7%

区　　分

（全耕地面積に占める比率）

の生産状況等調査」、「花木等生産状況調査」

○作付面積の推移 ○鉢もの類の主要産県（産出額）

鹿児島県 49 埼玉県 61 1.42

億円

H21/S60
愛知県 141 愛知県 219 1.55
埼玉県 66 埼玉県 77 1 17

S60 H21
千ｈａ

※花木類については、平成１９年までは生産額、平成２０年は出荷額。

0.6% 0.9% 1.0% 1.0% 1.0% 0.8% 0.8% 0.8% 0.7% 0.7%
切花類 13.1 16.6 19.0 19.7 19.7 17.9 17.5 17.2 16.8 16.5
鉢もの類 1.3 1.7 1.9 2.0 2.2 2.1 2.1 2.0 2.0 1.9
花壇用苗もの
類

0.3 0.4 0.8 1.3 1.7 1.7 1.7 1.7 1.6 1.6

花木類 14.8 16.1 15.0 13.9 12.4 8.5 8.0 7.5 7.0 6.0
球根類 1.5 1.5 1.2 1.1 1.0 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5
芝 5.1 9.2 10.5 8.9 8.4 6.9 6.8 6.5 6.6 6.1

（全耕地面積に占める比率） 埼玉県 66 埼玉県 77 1.17
千葉県 44 静岡県 54 2.57
福岡県 37 岐阜県 49 2.45
東京都 33 福岡県 45 1.22
静岡県 21 長野県 42 3.00
岐阜県 20 新潟県 33 33.00

地被植物類 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

露地 9.3 10.9 11.2 11.5 11.4 10.2 10.0 ・・・ ・・・ ・・・
施設 5.4 7.9 10.4 11.5 12.1 11.6 11.4 ・・・ ・・・ ・・・
資料：統計部「耕地及び作付面積統計」、「花き生産出荷統計」、      

注）露地、施設の面積は、切花類、鉢もの類及び花壇用苗もの類の露地、施設面積の合計。

        生産局（農蚕園芸局）「花き類の生産状況等調査」、「花木等生産状況調査」

岐阜県 新潟県
鹿児島県 19 千葉県 31 0.70
群馬県 18 茨城県 31 2.21
三重県 17 鹿児島県 25 1.32

資料：農林水産省「生産農業所得統計」「花き類の生産状況等調査」
Ｓ６０については「花き類の生産状況等調査」



○切り花類の卸売価格は横ばい傾向にあるが、鉢もの類の卸売価格は、近年、減少傾向。
○花き卸売市場は、中央と地方を合わせて192市場。年間取扱高は４，４２６億円。

７ 流通の状況

○花き卸売市場は、中央と地方を合わせて192市場。年間取扱高は４，４２６億円。
○花き等取扱い小売店は約４万１千店、年間の販売額は約８,０００億円。スーパー、ホームセンターにおける販売が

急増。
○花きの小売価格に占める小売経費等は約5割。

H6 H9 H14 H19 H6 H9 H14 H19

花き等専門小売業（注 ）

区分
事業所数（店） 販売額（百万円）H2 H7 H12 H17 H18 H19 H20 H21 H22 前年対比

切り花類 70      65      57      60      60      63      59      59      62      105%

○切り花類・鉢もの類の卸売価格の推移 ○花き等取扱業の商店数及び販売額
円／１本

花き等専門小売業（注１） 22,776 22,246 23,019 21,255 633,542 636,665 590,781 521,510

花き等中心小売業 5,010 5,196 5,357 4,018 96,977 101,842 86,179 50,925

食料品スーパー 842 2,971 3,654 5,417 6,884 22,028 28,709 49,819

住関連スーパー 806 1,841 2,279 3,146 46,031 87,382 100,824 135,953

その他小売業 5,596 6,410 6,099 7,172 52,312 63,423 52,332 49,884

キク 65      60      51      54      52      55      51      52      56      108%

バラ 92      79      69      70      76      78      77      72      75      104%

カーネーション 55      53      47      46      49      49      45      44      46      105%

ユリ 157    153    145    161    157    165    150    151    166    110%
その他小売業 5,596 6,410 6,099 7,172 52,312 63,423 52,332 49,884

花木等取扱い小売業計 35,030 38,664 40,408 41,008 835,746 911,340 858,825 808,091
鉢もの類 429    442    463    440    423    445    105%

鉢花 450    346    299    279    283    304    292    284    298    105%

ラン鉢 2,679  2,296  2,430  2,556  2,643  2,759  2,581  2,427  2,522  104%

観葉植物 683    560    422    364    389    387    377    359    369    103%

資料：東京都中央卸売市場「流通統計情報（花き）」

資料：経済産業省「商業統計」
注1 ：花き等専門小売業は、店内取扱商品のうち90%以上が花、植木の店舗
注2 ：花き等中心小売業は、店内取扱商品のうち50%以上が住関連商品（花、植木含む）の店舗
注3  ：住関連スーパーには、ホームセンターを含む
注4  ：合計値（事務所数、販売額共）に百貨店・総合スーパーは含まれない

H2 H7 H12 H17 H18 H19

花き卸売市場数 251    218    210    196    194    192    

○花き卸売市場の推移 ○花きの小売価格形成（試算）

生産者受取価格 集出荷経費 卸売手数料 小売経費

37.1 9.9 4.9 48.1

中央卸売市場数 17      20      23      25      24      24      

地方卸売市場数 234    198    187    171    170    168    

花き卸売市場取扱高（億円） 4,554  5,170  4,784  4,499  4,504  4,426  

中央卸売市場取扱高 833    1,396  1,392  1,532  1,533  1,154  

地方卸売市場取扱高地方卸売市場取扱高 3,721  3,774  3,392 2,967 2,971 2,872

卸売市場経由率（％） 82.3    81.9    79.1    82.8    85.4    83.0    

取扱高上位10業者のシェア（％） 25.1    22.1    26.5    28.0    27.8    29.8    

資料：㈳日本花き卸売市場協会「花き市場流通調査概要」
農林水産省総合食料局流通課及び生産局生産流通振興課調べ

注 ：中央卸売市場数は各年度の年度末現在、地方卸売市場数は各年度の4月現在の市場数

単位：％資料：平成21年度 花き産業の流通コストに関する調査（農林水産省委託事業）
注１：小売業者が卸売業者から仕入れた場合の試算である。
注２：試算では、生産者選別荷造労働費は、生産者受取価格のみに含め、集出荷経費から除いている。



○消費者のニーズとして「日持ちする花」という要望が、非常に強い状況が１８年前から確認できる。
○消費者から環境にやさしい商品（ＭＰＳ－ＡＢＣやエコファーマー商品等）」を求められることが「よくある」と回答した

８ 消費の状況

小売店が約９９％と非常に多い。
○切り花及び園芸品・同用品の１世帯当たりの購入金額は減少傾向。
○切り花及び園芸品・同用品を月平均で１度も購入したことのない世帯は、各々６割と７割であり、その割合は増加傾

向。
○切り花及び園芸品・同用品の購入金額を世帯主の年齢別でみると、若年層ほど購入金額が低い。また、最近の調

査ほど購入金額が低い傾向。

○消費者からの意見・要望 ○世帯当たり購入金額及び月平均
（円）

○世帯主の年齢別切り花年間購入額
（二人以上の全世帯）

26.9%

29.9%

39.8%

60.7%

98.8%

47.0%

55.9%

51.1%

37.7%

25.1%

13.3%

8.4%

0.9%

季節感のある商品が欲しい

鮮度の良い花が欲しい

品目・品種を指定される

日持ちする商品が欲しい

色を指定される

環境にやさしい商品が欲しい
購入世帯割合

40

50

16 

18 

20 
（千円） （ ％ ）

切り花 15,000

20,000

（円） （二人以上の全世帯）

H10（参考）

H13
H16
H19

1.2%

3.0%

5.8%
12.0%

22.0%

11.3%

17.2%

43.6%

43.7%

62.4%

86.6%

78.8%

49.8%

43.1%

14.8%

有名な商品（受賞商品等）が欲しい

国産品が欲しい

希少な商品（新商品等）が欲しい

商品を安くして欲しい

季節感のある商品が欲しい

よくある 時々ある あまりない 不明
10

20

30

4 

6 

8 

10 

12 

14 月平均購入世帯割合
年間購入金額

0

5,000

10,000 H20（参考）

○今後花を購入する際の条件（平成4年）

調査期間：平成21年5月18日～平成21年6月19日
調査方法：アンケート調査
調査機関：㈳日本生花通信配達協会
調査対象：886名（花キューピット協同組合関係者）

00 

2 

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

園芸品・同用品
40

50

16

18 

20 
（千円） （ ％ ）

平均 ～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～

15,000

20,000
（円） ○世帯主の年齢別園芸品・同用品年間購入額

（二人以上の全世帯）

参考

26.5%

32.6%

37.7%

45.8%

80.6%

花束 も を 陳 欲

家庭向きに短い花を売って欲しい

ボリューム感のある花を増やして欲しい

種類を増やして欲しい

値段を表示して欲しい

長持ちする花を売って欲しい

10

20

30

40

4

6 

8 

10 

12 

14 

16 
月平均購入世帯割合

年間購入金額

0

5,000

10,000

H10（参考）

H13
H16
H19

調査期間：平成4年1月
調査方法：郵送による

アンケート調査
調査期間：農林水産省
調査対象：1,019名

（全国主要都市
在住の主婦）

1.3%

4.8%

15.3%

16.9%

21.8%

待たないですぐ買えるようにして欲しい

その他

気軽に買える雰囲気にして欲しい

身近な場所で買えるようにして欲しい

花束にしたものをいろいろ陳列して欲しい

0

10

0 

2 

4 

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

資料：総務省「家計調査年報：二人以上の世帯（農林魚家世帯を除く）」
注：一世帯当たりの員数：３．１０人（平成２１年）

0

平均 ～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～

資料 ：総務省統計局「家計調査年報」
注１ ：平成10年の年齢別区分は、5歳区分のため、20～50歳代はその平均金額とし

た（例：30～39歳は、30～34歳と35～39歳の平均金額）
また、60歳代は60～64歳の金額、70歳以上は65歳以上の金額とした

注２ ：平成20年の金額は、「（農林漁家を含む）二人以上の世帯」の金額
それ以外は「農林漁家を除く二人以上の世帯」の金額となっている



齢 購 金 が 成 全 仮 購 金 が高 高齢

Ⅱ 課題とその対応方向

１ 需要の低迷（１）

○切り花の年齢別購入金額が平成１９年と全く同じ額と仮定した場合、切り花の購入金額が高い６５歳以上の高齢者世
帯数の増加等により２０２５年までは微増傾向で推移すると予測。同様に園芸品・同用品については、数年後をピー
クに減少すると予測。

○一方過去１０年の各年代の購入金額のトレンドから予測すると、将来に向けて何ら手を打たなかった場合、２０２５年
年 な 推 芸 も 将来 向 何 を打 な 合には対２００９年比▲２３％になると推測。園芸品・同用品についても、将来に向け何ら手を打たなかった場合には、

２０２５年には対２００９年比▲２９％になると予測。
○購入金額が総じて減少傾向にあることから、何も手を打たないでいれば、拡大要因を打ち消して縮小に向かうことが

懸念。

6,000

（億円）

4,609
4 284 4 248

6,000

（億円）

4,609 4,706 4,746 4,876 4,923 4,954

○切り花及び園芸品・同用品の購入金額の推移

切り花（年齢別の購入額が平成19年と同額で推移すると仮定し、
将来の年齢別世帯数を乗じて推測）

（年齢別の購入額過去10年のトレンドで推測し、将来の年齢別世帯数を乗じて推測）

1,478 1,467 1,461 1,532 1,454 1,307

371 300 309 251 214 197

2,207 1,971 1,915 1,514 1,255 1,109

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000 4,284 4,248
3,936

3,608
3,314

1,478 1,552 1,565 1,749 1,765 1,690
371 386 396

400 415 447

2,207 2,169 2,168 1,987 1,909 1,922

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

553 546 562 639 686 701
0

2007年 2009年 2010年 2015年 2020年 2025年

65歳以上の単身世帯（購入額） 65歳以上二人以上の世帯（購入額）

65歳未満の単身世帯（購入額） 65歳未満の二人以上の世帯（購入額）

553 598 616 740 834 895
0

2007年 2009年 2010年 2015年 2020年 2025年

65歳以上の単身世帯（購入額） 65歳以上の二人以上の世帯（購入額）

65歳未満の単身世帯（購入額） 65歳未満の二人以上の世帯（購入額）

5,000

（億円）

5,000

（億円）
園芸品・同用品（年齢別の購入額が平成19年と同額で推移すると仮定し、

将来の年齢別世帯数を乗じて推測）

（年齢別の購入額過去10年のトレンドで推測し、将来の年齢別世帯数を乗じて推測）

1 344 1 255 1 115

205 194 200 179 163 153

1,807 1,588 1,527 1,115 856 717
2,000

3,000

4,000

,

3,624 3,437 3,383
3,089

2,820
2,616

1 530 1,535 1,466
205 215 221

224 232 248

1,807 1,785 1,789 1,627 1,554 1,565

2,000

3,000

4,000

,

3,624 3,703 3,734 3,808 3,802 3,796
将来の年齢別世帯数を乗じて推測）

319 348 359 451 546 631

1,293 1,307 1,297 1,344 1,255 1,115

0

1,000

2007年 2009年 2010年 2015年 2020年 2025年

65歳以上の単身世帯（購入額） 65歳以上の二人以上の世帯（購入額）

65歳未満の単身世帯（購入額） 65歳未満の二人以上の世帯（購入額）

319 345 355 427 482 518

1,293 1,358 1,369 1,530 1,535 1,466

0

1,000

2007年 2009年 2010年 2015年 2020年 2025年

65歳以上の単身世帯（購入額） 65歳以上の二人以上の世帯（購入額）

65歳未満の単身世帯（購入額） 65歳未満の二人以上の世帯（購入額）

資料：国立社会保障・人口問題研究所「全国世帯動向調査」、総務省「家計調査年報」、「全国消費実態調査」



○切り花を６ヶ月間に一度も購入しない二人以上の世帯が２割であり、また、６ヶ月間に３度までしか購入しない二人
以上の世帯が過半数を超える。

１ 需要の低迷（２）

○これらいわゆる無購買層・低購買層は多く、需要拡大の余地は大きいことから、花き産業が今後とも活力を失わな
いためには、有効な需要拡大対策を実施していくことが必要。

○切り花及び園芸品・同用品の６ヶ月間の購入回数別世帯割合

購入回数 H10 H13 H16 H19 平均
0回 17 5% 18 7% 20 2% 20 0% 19 1%

購入回数 H10 H13 H16 H19 平均
0回 25 2% 26 4% 26 4% 27 8% 26 5%

切 り 花 園芸品・同用品

0回 17.5% 18.7% 20.2% 20.0% 19.1%

1回 13.8% 15.5% 15.5% 15.2% 15.0%

2回 12.0% 11.7% 11.9% 11.1% 11.7%

3回 8.8% 8.1% 8.2% 8.7% 8.4%

0回 25.2% 26.4% 26.4% 27.8% 26.5%
1回 13.2% 13.5% 13.6% 14.3% 13.6%
2回 9.5% 9.1% 9.6% 9.0% 9.3%
3回 7.3% 7.1% 7.3% 7.4% 7.3%

増加傾向 増加傾向

4回 7.0% 7.1% 6.7% 6.8% 6.9%

5回 5.6% 5.6% 5.2% 5.0% 5.4%

6回 4.7% 4.4% 4.4% 4.2% 4.4%

7回 4.1% 3.9% 3.6% 3.6% 3.8%

4回 5.9% 5.8% 6.1% 5.6% 5.9%
5回 4.9% 5.0% 5.0% 4.7% 4.9%
6回 4.3% 4.1% 4.3% 4.0% 4.2%
7回 3.5% 3.2% 3.5% 3.5% 3.4%

減少傾向

8回 3.5% 3.1% 3.1% 2.9% 3.2%

9回 2.9% 2.6% 2.7% 2.7% 2.7%

10回 2.5% 2.2% 2.1% 2.5% 2.3%

11～15回 8.1% 7.8% 7.8% 8.4% 8.1%

8回 2.9% 3.3% 2.9% 3.0% 3.0%
9回 2.6% 2.8% 2.4% 2.5% 2.6%
10回 2.2% 2.5% 2.2% 2.3% 2.3%

11～15回 7.8% 7.5% 7.4% 6.6% 7.3%

減少傾向

11 15回
16～20回 4.6% 4.2% 3.9% 4.2% 4.2%

21～30回 3.4% 3.7% 3.5% 3.4% 3.5%

31～40回 1.0% 0.9% 0.8% 0.9% 0.9%

41～50回 0 3% 0 2% 0 3% 0 3% 0 3%

回
16～20回 4.3% 4.1% 3.8% 3.5% 3.9%
21～30回 3.9% 3.3% 3.2% 3.7% 3.5%
31～40回 1.5% 1.5% 1.3% 1.2% 1.4%
41～50回 0 6% 0 6% 0 5% 0 4% 0 5%

横ばい傾向

資料：総務省「家計調査年報」（総務省に申請し、入手した「家計調査の」調査票情報より）

41～50回 0.3% 0.2% 0.3% 0.3% 0.3%

51回以上 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1%

41 50回 0.6% 0.6% 0.5% 0.4% 0.5%
51回以上 0.5% 0.4% 0.3% 0.5% 0.4%



○現在、月平均で１度も切り花を購入しない世帯がおよそ６割あるが、その理由として「手入れ、世話が大変」、「手
入れのやり方がわからない」等、花に関する情報が不足している部分がみられる。

対応策１：消費者に対する正しい知識の普及

○また、「価格が高い」、「経済的に余裕がない」等、金銭面を理由に挙げる傾向がみられる。
○無購買層・低購買層に消費を促すため、花きの扱い方・育て方や日持ち期間等の消費者ニーズの高い花きに関

する情報等を収集・検証し、正しい知識の普及を図ることが有効と考えられるため、農林水産省では、これら情報
を収集・検証し普及を行う者に対する支援を実施。

26.2%

37.3%

花の手入れが大変

花を買う習慣がない

○花を購入しない理由

46.6%

新鮮で日持ちがするかどうか

花の色や香り、美しさ

○花を購入する場合に必要なこと、求めるもの

13.4%

15.3%

16.2%

17.8%

18.9%

20.1%

26.2%

花の値段が高い

花後の始末が面倒

花に関心がない

経済的に余裕がない

花の手入れがわからない

飾る場所、育てる場所がない

花の手入れが大変

調査期間：平成20年
調査方法：アンケ ト調査

19.6%

25.1%

25.9%

28.5%

31.7%

38.7%

花のアレンジの仕方、ラッピングのセンス

商品に値頃感があるか

商品の品揃え、陳列方法、値段が明記されているか

家庭でのお手入れなど、花に関する知識の提供

花の持つ安らぎやいやし感

新鮮で日持ちがするかどうか

調査期間：平成20年
調査方法：アンケート調査

6.1%

7.5%

8.6%

9.2%

10.9%

%

近くに花屋がない

花を飾るための器・資材がない

その他

花粉症などアレルギーがある

花は枯れる

花 値段 高 調査方法：アンケート調査
調査期間：東海花き普及・振興協議会
調査対象：1,000名（男性500名 女性500名）

東海三県（愛知・岐阜・三重）

1.6%

2.0%

3.4%

13.6%

17.6%

その他

国産・輸入品など産地名の表示

農薬が付着していないか

駅や自宅に近い、駐車場があるなどお店の利便性

品目・品種の表示
調査方法：アンケート調査
調査期間：東海花き普及・振興協議会
調査対象：1,000名（男性500名 女性500名）

東海三県（愛知・岐阜・三重）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

25.4%

すぐに枯れるから

水やりなどの世話が面倒だから

○花が自宅にない理由

40.2% 52.7% 6.2%花の日持ち

0% 10% 20% 30% 40% 50%

○消費者から質問の多い事項
（n＝８８６）

6 4%

6.7%

7.2%

7.6%

9.3%

16.0%

虫がつくから

飾り方（育て方）がわからないから

枯れてしまった後の処分が面倒だから

小さな子どもやペットがいるから

お金がかかりそうだから

すぐに枯れるから

調査期間：平成19年4月19日～22日
調査方法：インターネット調査 3 7%

6.1%

9.8%

15.7%

37.7%

37.8%

40.0%

51 7%

56.3%

52.5%

49.8%

48.2%

44.1%

55.3%

43 6%

36.7%

36.7%

32.3%

12.9%

16.7%

4.0%

花ことばについて

花贈りのマナーについて

装飾方法（飾る場所等）

花の名前（品種）

花の名前（品目）

花の値段

管理方法

2.9%

3.4%

3.4%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40%

アレルギーがあるから

自分に似合わない感じがするから

長期の外出ができないから

虫がつくから 調査方法：インタ ネット調査
調査期間：東京電力
調査対象：26,035名

（男性13,763名 女性12,272名）

1.7%

0.9%

2.3%

3.7%

20.8%

15.8%

20.9%

51.7%

49.7%

81.8%

75.5%

43.6%

その他

生産地名

国産品か輸入品か

花ことばについて

よくある 時々ある あまりない 不明

資料：（社）日本生花通信配達協会「平成21年度JFTD白書」



○花育に特徴的な反応や効果として「植物･自然についての知識が豊かになった」「やさしさや思いやりの気持ちを持
つようになった」「植物･自然と関わることへの関心が高まった」等、花育の効果が明確化。

供 花が身近 あ 年 花を購 約 割 が 供 身近 花

対応策２：新しい需要の創出－花育

○子供のころに花が身近にあった人では、この1年間で花を購入した人は約7割以上いるが、子供のころに身近に花
がなかった人では、４割以下。花育は将来の需要拡大にもつながり得る取組。

○花育活動の推進、活動実践者の育成のため、活動に必要なツールの開発、研修会の開催等を行い、花育活動の
全体的なレベルアップを図ることが有効と考えられるため、農林水産省では面的な広がりを持たせるためのこれら
環境整備を支援環境整備を支援。

花育とは、幼児･児童が教育の現場や地域で花や緑に触れる機会を作り、

【花 育】 とは

・農林水産省の事業として 「花育活動推進方策」と「花育活動全国事例集」を策定（平成19年)

これまでの取組事例

花育とは、幼児 児童が教育の現場や地域で花や緑に触れる機会を作り、
やさしさや美しさを感じる気持ちを育む取り組み。

21植物 自然についての知識が豊かにな た

○「花育」の教育面の評価

農林水産省の事業として、「花育活動推進方策」と「花育活動全国事例集」を策定（平成19年)

(事例１)
東京都世田谷区立の小学校、世田谷区の花き農家、

世田谷区が連携して、小学生への花の栽培を指導。小
学生と花き農家との交流を図り、世田谷農業への理解
を深めている。

14

15

17

20

20

21

学校の植物等の世話を進んで行うようになった

土や植物に触れることへの抵抗が少なくなった

植物、自然の美しさ、不思議さ等への関心が高まった

植物、自然と関わることへの関心が高まった

やさしさや思いやりの気持ちを持つようになった

植物、自然についての知識が豊かになった を深めている。

(事例２)
熊本花き協会（※）では、花に親しむ機会を設ける

とともに、花きの消費拡大を目的に、小中学生を対象
に出張アレンジメント教室を開催 使用する花材は 県

7

9

10

12

12

0 10 20 30

観察力、科学的な調査能力が高まった

表現力が高まった

環境美化を積極的に行うようになった

自宅でも花や緑を購入等して育てるようになった

発見を楽しんだり、探求心を持つようになった

（人）

調査期間：平成20年5月25日～6月17日
調査方法：アンケート調査
調査期間：全国花育活動推進協議会
調査対象：38名

に出張アレンジメント教室を開催。使用する花材は、県
産花きを極力使用している。

※ 熊本県内の行政や花き関係団体で構成

【生活科教育研究会】【全国花育活動推進協議会】0 10 20 30

80.4%

69.4%

19.6%

30.6%

家の室内に定期的に飾られていた（n=138）

全体（n=520）

○子供の頃の経験と花の購入の関係

【生活科教育研究会】
平成3年に発足した民間の教育団体。生活科の発展
に興味関心を寄せる研究者及び実践者、生活科の教
材開発関係の会社社員で構成

（研究会の概要）
○会員数 約140人
○取組内容

【全国花育活動推進協議会】

「花育活動推進方策」を受けて、花き業界と都市緑

化関係が主体となった「全国花育活動推進協議会」を
創設 （平成20年3月）

（協議会の概要）
○事務局 （財）日本花普及センター

○会員数 39団体（平成２２年３月末時点）

38.5%

72.8%

72.4%

61.5%

27.2%

27.6%

花が身近になかった（n=52）

庭に花が咲いていた（n=353）

家の室内に時々飾られていた（n=170）

花をこの1年購入した 花をこの1年購入していない

資料：MPSジャパン㈱「花と環境に関する調査」

○取組内容
・定例研究会、春の研究大会、全国研究大会を開催

し、ワークショップやセミナー等を実施
・機関誌「生活科の探究」の発行（年4回）

○会員数 39団体（平成２２年３月末時点）
○取組内容

・花育の普及啓発及びモデル地区での花育活動
・花育アドバイザーネットワークシステムを構築。

幼稚園・保育園や小学校等で行う、花や緑に関
する授業にアドバイザーを派遣



○花きには色や香り等による様々な効用があり、従前より多角的な方面から研究が行われている。
○近年では、科学的な根拠に基づいた花きの効用の基礎的なデータも蓄積されつつあるが、これらの研究成果は消

対応策３：新しい需要の創出－花きの魅力、効用

費者まで届いていない。
○これらの魅力、効用について、消費者にアピールして購買意欲を刺激することが重要であるため、農林水産省で

は、消費者に対する正しい知識の普及と併せ、これら情報提供を行う者への支援を実施。

効用を及ぼす
効

花きの構成要素別の効用 （独）花き研究所 研究成果

○花きの効用に関する研究事例

効用を及ぼす
主体による分類

効 　用

視覚（色、形）

嗅覚（香り）

・室内植物が事務労働者の心理ストレス、能率に効果

・窓から樹木が見える病室での患者の術後回復効果

・バラには鎮静効果がある
・ジャスミンやラベンダーを嗅ぐとリラックスできる

【１】生理的な検証「ストレス軽減効果を実証」

視覚面での効果

花はストレスによって上昇した血圧を効率的に下げる
効果がある

・観葉植物によるニオイ成分浄化効果

触覚（園芸作業）
・園芸療法が入院患者のリハビリテーションに効果
・ガーデニングで心が安らぐ
ジャスミンやラベンダ を嗅ぐとリラックスできる

物理・化学作用
・乾燥気味の空間での湿度を押し上げる効果

資料：（財）日本花普及センター

【２】医療・福祉「生け花（ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ）の新しい利用法」

空間的な配置に気を配りながら順番に花を挿していく
フラワーアレンジメントでは空間認識能力や記憶能力の
トレーニングが可能

資料 （独）花き 究所望 究員 り
資料：（財）日本花普及センタ

「生活空間における花と緑の効用・機能に関する調査研究事業報告書」より抜粋
資料：（独）花き研究所望月研究員より

・花はキャンドルに比べより前向きな感情となり、悲観的な感情を抑制する

ナンシー・エトコフ博士 研究成果

壁面緑化は 室内温度を３℃低下する効果があり 屋上緑化は 階下の室内温度を２℃程度低下する効果がある（㈶都市緑化技術開発機構）

ヒートアイランド対策

・花を部屋に飾ると、家族関係が良くなり、家全体が清潔に保たれ、全ての面で家庭の満足度が増加する可能性がある

資料：米国PRO花振興協会資料（WWW.flowerpossibilities.com）より抜粋

・壁面緑化は、室内温度を３℃低下する効果があり、屋上緑化は、階下の室内温度を２℃程度低下する効果がある（㈶都市緑化技術開発機構）

・ヒートアイランド対策として、東京都や兵庫県では条例で一定条件下で屋上の緑化が義務付けられている

・東京都をはじめ多くの自治体では、屋上緑化、壁面緑化等に助成金を給付している



対応策４：新しい需要の創出－輸出の拡大

○アジア諸国における富裕層の増加等花きの輸出機会は増加。
○これまで、産地・業界関係者の輸出意欲の向上、相手国や海外の有用情報収集・提供、ＰＲ活動の実施等の各種

取組を実施

○これまでの花きの輸出拡大のための主な取組

取組を実施。
○今後、農林水産省では花き輸出に取り組む者が直面する共通課題を解決するための取組や海外における国際見

本市におけるジャパンパビリオンの設置等を支援。

①産地・業界関係者の輸出意欲の向上
・「全国花き輸出拡大協議会」による交流大会（H１９年から年１～２回）
輸 プ 策定 各 説 全

○これまでの花きの輸出拡大のための主な取組

・輸出実行プランの策定（H１９年）と各地での説明会（H２０年、全国８ヶ所）
・輸出ビジネスモデル戦略（輸送コンソーシアム育成型）の策定

（FAJ輸出協議会（H２０年）：ＥＵ、香港向け花き、植木類）
・植物検疫、通関等の手続きに関する花き輸出マニュアルの策定（H２０）

■全国花き輸出拡大協議会交流会

②相手国や海外の有用情報収集・提供
・海外有識者との意見交換（H１９年）
・海外の販売・消費の市場実態調査等

（オランダ、アメリカ（以上H２０年）、（オランダ、アメリカ（以上H２０年）、
ベトナム、UAE、ロシア（以上H１９年））

③効果的なＰＲ活動の実施
・ドイツ（IPMエッセン：H２２年１月 ３回目）、

■花き輸出マニュアル

■日本産花き紹介パンフレット
■中国花卉博覧会（北京）の様子（Ｈ２１年９月）

北京（中国花卉博覧会：H２１年９～１０月）
における日本ブースの設置
・「日本産花き紹介パンフレット」の作成・配布
・欧州、中国の雑誌・新聞での広告掲載

④高品質・安定的輸出体制の強化
・長距離輸送時での鮮度保持に向けたパッキング技術の開発 ■ＩＰＭエッセン（ドイツ）の様子（Ｈ２２年１月）



○輸入切り花は多くの小売専門店でも取り扱われており、今後もその取扱量は現在と同量程度の見込み。
○輸入切り花の価格は上昇傾向で推移しており、また、輸入切り花の様々なメリットを考慮すると、国産品にとって脅

２ 輸入の拡大と国内生産の減少（１）

○輸入切り花の価格は上昇傾向で推移しており、また、輸入切り花の様々なメリットを考慮すると、国産品にとって脅
威。

○国内生産者は、輸入切り花との差別化・ブランド化による高付加価値化が必要。特に輸入品と競合する品目におい
ては、輸送時間の短縮や消費地までの距離の短さ、消費者ニーズの把握・対応のしやすさ等を生かして、輸入品と
のすみわけを図ることが必要。のすみわけを図ることが必要。

○輸入切り花のメリットについ（回答数2つ以内）

48 9%国産切り花より単価が安い

5.3%

○輸入切り花の取扱いについて

（ｎ＝８８６） （ｎ＝８８６）

9 1%

22.8%

23.0%

44.6%

48.9%

仕入れが容易

同一品目・品種の大量仕入れ

価格が安定

希少な品目・品種が取扱える

国産切り花より単価が安い94.1%

0.6%
取扱っている 取扱っていない 無回答

○輸入切り花の今後の取扱割合について

資料（社）日本生花通信配達協会「平成２１年度ＪＦＴＤ白書」

17.2% 66.6% 12.0%

3.7%

0.6%取扱割合を増やしたい 現状の取扱割合を維持したい 取扱割合を減らしたい

取扱いをやめたい 無回答
1.0%

4.6%

6.5%

7.0%

9.1%

消費者に示したい情報が豊富

品質が良い

無回答

品質が安定

仕入れが容易○輸入切り花の今後の取扱割合について

（ｎ＝８８６）

取扱いをやめたい

（今後も取扱うつもりはない）

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

資料：（社）日本生花通信配達協会「平成２１年度ＪＦＴＤ白書」
○切り花の卸売単価の推移

H16 H17 H18 H19 H20 H16/H20

円／１本

資料：（社）日本生花通信配達協会「平成２１年度ＪＦＴＤ白書」

H16 H17 H18 H19 H20 H16/H20

切り花全体 56 56 56 58 55 98%

輪ギク 63 61 58 61 58 92%

うち輸入 41 38 34 45 43 105%

スプレーギク 51 48 49 53 48 94%

うち輸入 55 51 54 59 53 96%

カーネーション 44 44 46 46 43 98%

うち輸入 36 36 37 39 38 106%

バラ 64 67 72 74 73 114%

うち輸入 38 44 47 51 52 137%

資料：農林水産省「花き流通統計調査報告」

注　 ：H20は概数値



○花きは他の品目に比べ、１戸（１０ａ）当たりの農業所得は高いものの、労働時間が他の品目よりも長く、時間当たり
の所得は他の品目と同程度 また 他の品目よりも経営費が高い

２ 輸入の拡大と国内生産の減少（２）

の所得は他の品目と同程度。また、他の品目よりも経営費が高い。
○施設きく（輪ぎく）において、我が国とオランダの経営コストを比較すると、単位面積当たりの収穫量がオランダの方

が多いため、１本当たりの経営コストはオランダ産が国産の約７割。出荷経費、労働費は国産が高い。
○近年、燃油等の資材価格の上昇が見られ、花き作経営における農業経営費の割合が増加。
○国内生産の活力を取り戻すためには 低コスト化を進めるとともに 差別化 ブランド化による高付加価値化が必要○国内生産の活力を取り戻すためには、低コスト化を進めるとともに、差別化・ブランド化による高付加価値化が必要。

○施設ぎくにおける経営コスト（円／本）○経営部門別の収益性・労働時間の比較

種苗費 9.4 23% 2.2 4%

光熱動力費 6.7 16% 9.3 16%

防除費 1.5 4% 2.4 4%

肥料費 0.6 1% 2.0 3%

出荷経費 2.4 6% 8.4 15%

労働費 10.1 24% 18.9 33%

施設費

オランダ 日本

1戸当たり
の粗収益
（千円）

1戸当たり
の農業所
得（千円）

作付面積
１０a当たり
農業所得
（千円）

家族農業
労働時間
１時間当
たり所得

（円）

1戸当たり
の自営農
業労働時

間

1,293 224 20 663 359
2,137 630 21 2,647 246

部　門

稲作部門
麦類作部門

施設費 6.2    15% 9.0 16%

その他 4.5      11% 5.6 10%

合計 41.4 100% 57.8 100%

資料： Kwantitatieve Informative voor de Glastuinbouw 2008
農林水産省「Ｈ１８品目別経営統計」、「Ｈ１８農業物価統計調査」、「花き流通統計調査報告」

参考：オランダにおける（輪ギク）の収穫量（年間の採花本数）は１９５本／ ㎡
日本における（輪ギク）の収穫量（年間の採花本数）は４５本／ ㎡

施設部門 7,401 3,192 790 883 4,136
露地部門 3,251 1,502 185 697 2,265
みかん部門 3,372 1,217 154 701 1,900
りんご部門 4,127 1,766 173 744 2,792
施設部門 10,861 3,130 794 778 5,127
露地部門 4,380 2,213 312 874 2,934

資料：農林水産省「平成１９年　個別経営の営農類型別経営統計」

花き

野菜

果樹

○花き作経営における農業粗収益に占める農業所得及び
経営費の割合

100%

換算レートは１４６．３０円／ユーロ（税関長公示レート２００８年から２００４年平均）

○農業粗収益に占める農業所得及び各種経費の割合

80%

100%
農業所得

その他

包装荷造 搬等料金

62% 65% 66% 67%

38% 35% 34% 33%

40%

60%

80%

農業所得

農業経営費0%

20%

40%

60%

80%

き ば ゆ カ シ 大 イ メ

包装荷造・運搬等料金

賃借料

農用建物

農機具

農用自動車

光熱動力

諸材料
62%

0%

20%

H16 H17 H18 H19

農林水産省「平成１９年個別経営の営農類型別経営統計」より算出
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ゴ
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諸材料

農業薬剤

肥料

種苗・苗木

雇用労賃

農林水産省「平成１９年品目別経営統計」より算出



○低コスト化を図るために、作業の機械化・自動化による省力化、低温開花性の品目・品種の導入、省資源型の栽培
体系や施設の導入等が必要。

対応策５：低コスト化と差別化・ブランド化による高付加価値化の推進

○差別化・ブランド化による高付加価値化を図るために、オリジナル品種の導入や日持ちの良い花の供給等が必要。
○農林水産省では、産地自らの収益力向上に向けた取組や共同利用施設等整備を支援。

・オリジナル品種の導入
・日持ちの良い花の供給

・ムービングベンチ等の導入による作業の軽減化
・低温伸長性・低温開花性を付与したキク等の導入

よる光熱動力費 低減

○高付加価値化の取組○低コスト化の取組

・リレー出荷
・地域の生産～小売が連携した地元産

ブランド
など

による光熱動力費の低減
・ヒートポンプやＬＥＤの導入による光熱動力費の低

減
・養液土耕栽培による肥料費の低減など

・新品種導入 省力生産技術の導入に向けた実証試験等 産地自らによる収益力向上に向けた取組への支援

○支援策

新品種導入、省力生産技術の導入に向けた実証試験等、産地自らによる収益力向上に向けた取組への支援。
・農業機械等のリース、共同育苗施設等整備に対する各種補助事業
・農業制度資金（スーパーL資金、農業近代化資金、農業改良資金等）

〔ムービングベンチ〕
〔ヒートポンプ〕 〔養液土耕栽培〕



対応策６：商品情報提供強化

○現在、小売店の約７割が、仕入れた切り花の商品情報（価格を除く）の表示を行っていないが、今後、商品情報（価
格を除く）を表示していく意向がある小売店は、約７割。

○商品情報の表示に取り組まない理由として、「顧客からの要望がない」との回答がもっとも多い。しかし、同じ調査に
よれば、消費者は、花の「日持ち」、「管理方法」、「名前」等、多くの商品情報をわざわざ小売店に質問して得ている。

○商品情報の提供は、顧客とのコミュニケーションが図られ、リピーターの獲得や安心感の付与につながる。
○農林水産省では、産地名や生産者のこだわり等の花き商品情報が消費者に届くよう実証を行いつつ、その問題点を

洗い出し、花き商品の情報提供を強化するためのマニュアル作成を支援。

○小売店における仕入れた切り花の商品情報（価格は除く）の表示 ○小売店で、今後、商品表示（価格は除く）に取り組む意向

（Ｎ＝８７９） （Ｎ＝８８６）

18.5% 11.6% 69.9%

得られた情報は積極的に表示

特売日、特定商品等、一部期間、商品で表示

67.4% 28.7% 4.0%

あり なし 無回答

（ ）

37 8%

40.0%

40.2%

44 1%

52.7%

16.7%

6.2%

花の値段

管理方法

花の日持ち

○消費者からの質問事項表示しない

（注）商品情報：産地名、MPS‐ABC参加者、エコファーマー、受賞歴等

○小売店が商品情報（価格は除く）に取り組まない理由

（Ｎ＝８８６）

6 1%

9.8%

15.7%

37.7%

37.8%

56 3%

52.5%

49.8%

48.2%

44.1%

36 7%

36.7%

32.3%

12.9%

花贈りのマナーについて

装飾方法（飾る場所等）

花の名前（品種）

花の名前（品目）

花の値段

75

77

137

特に理由はない

表示するメリットが分らない…

顧客からの要望がないため

○小売店が商品情報（価格は除く）に取り組まない理由

（Ｎ＝２６９複数回答可）

0.9%

2.3%

3.7%

6.1%

20 8%

15.8%

20.9%

51.7%

56.3%

49 7%

81.8%

75.5%

43.6%

36.7%

その他

生産地名

国産品か輸入品か

花ことばについて

花贈りのマナーについて

18

39

65

75

経費がかかるため

店舗の内装にそぐわないから

販売促進に繋がらない

多大な労力が必要なため

特に理由はない

1.7%
20.8% 49.7%その他

よくある 時々ある あまりない 不明

11

0 50 100 150

経費がかかるため

（回答数）

資料：（社）日本生花通信配達協会「平成２１年度ＪＦＴＤ白書」



○消費者ニーズの変化に伴い、平成２０年の流通量の多い品種が平成１３年と比べて大きく変化している。
○生産者等はこの様なニーズの変化に対応するため 自身の商品の取扱店や消費者ニーズの変化を把握する必要

３ ニーズへの対応（１）

○生産者等はこの様なニーズの変化に対応するため、自身の商品の取扱店や消費者ニーズの変化を把握する必要
がある。

○卸売業者の５年後の需要動向見込みをみると、切り花は一部品目を除き、現状維持と考える卸売業者が多いが、鉢
ものは全体的に需要が減少すると考える者が多い。

○切り花を品目別に見ると トルコギキョウ スプレー菊 オリエンタルユリ等は 現在よりも需要の増加を見込む卸売○切り花を品目別に見ると、トルコギキョウ、スプレー菊、オリエンタルユリ等は、現在よりも需要の増加を見込む卸売
業者が多い一方、チューリップ、枝物類、輪菊（白）等は、需要が減少すると考える者が多い。

○同品目であっても、卸売業者によって今後の需要見込みには相違があり、出荷者は自分の生産品目を高く評価する
（買参人が付いている）卸売業者から情報収集する必要がある。

単位：本

 

品目名 順位 品種名 色 流通量 品種名 色 流通量

1 精興の誠 シロ 22 673 806 神馬 シロ 76 661 222

Ｈ20（17市場）Ｈ13(4市場）

○主要な花きの品種別流通動向

100%

○５年後の品目別の需要動向見通しについて
（ｎ＝７３複数回答可）

1 精興の誠 シロ 22,673,806 神馬 シロ 76,661,222

2 神馬 シロ 15,595,049 精興の誠 シロ 33,235,731

3 岩の白扇 シロ 14,328,796 岩の白扇 シロ 26,224,040

4 秀芳の力 シロ 7,076,540 フローラル優香 シロ 17,227,241

5 精興の秋 キイロ・クリーム 6,011,980 太陽の響 キイロ・クリーム 11,541,500

1 ローテローゼ アカ 7,894,773 ローテローゼ アカ 11,701,741

キク（リンギク）

50%

75%

2 ノブレス ピンク・サーモンピンク 2,915,566 ティケネ シロ 5,249,464

3 ティネケ シロ 2,778,946 ノブレス ピンク・サーモンピンク 3,641,317

4 パレオ９０ オレンジ・アプリコット 2,206,526 テレサ ピンク・サーモンピンク 3,264,713

5 バラ ソノタ 2,074,876 °ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ(ｿﾉﾀ） ソノタ 2,883,395

1 フランセスコ アカ 5,842,615 マスター アカ 11,157,541

2 ジ リ トロ ズ ピ ク サ ピ ク 2 244 702 ネルソン アカ 5 882 814

バラ
(スタンダード）

0%

25%

2 ジュリエットローズ ピンク・サーモンピンク 2,244,702 ネルソン アカ 5,882,814

3 ピンクフランセスコ ピンク・サーモンピンク 2,180,730 エクセリア アカ 3,926,702

4 ノラ　 ピンク・サーモンピンク 1,922,480 フランセスコ アカ 3,882,282

5 エクセリア アカ 1,772,785 シルクロード シロ 3,337,356

1 カサブランカ シロ 3,067,316 シベリア シロ 6,194,958

2 ソルボンヌ ピンク・サーモンピンク 1,951,720 ソルボンヌ ピンク・サーモンピンク 5,905,221

カーネーション
（スタンダード）
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2 ソルボンヌ 1,951,720 ソルボンヌ 5,905,221

3 シベリア シロ 1,405,742 カサブランカ シロ 3,927,770

4 ルレーブ ピンク・サーモンピンク 931,505 アクティバ ピンク・サーモンピンク 1,181,561

5 マルコポーロ フクショク 595,179 リアルト シロ 1,051,631

ユリ
（オリエンタル）

資料：日本花き取引コード普及促進協議会「花きの品種別流通動向分析について」
注１ ：平成20年は17市場、幣制13年は4市場が調査対象
注２ ：品種名に「°」が付いているものは、輸入もの等で品種が特定されず流通されているもの
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+10%以上 +5～10% +5%未満 現状維持

資料：農林水産省花き産業振興室「平成２１年度卸売業者の現況調査」



○一般消費者の８割強は、「切り花は、７日以上は日持ちして欲しい。」と考えており、５割強は、７日間日持ちを求めて
いる。

方 売店 持 保 売 度 割強 売店 持 保 売

３ ニーズへの対応（２）

○一方、小売店における日持ち保証販売（※）の認知度は、４割強と低く、認知している小売店のうち、日持ち保証販売
を行っている小売店は１割弱、取り組む移行のある小売店を合わせても、５割弱とあまり高くない。

○取り組まない理由としては、小売店は、「小売店だけでは取組めない（花の供給体制ができていない）」、「取り組んで
いる生産者、市場の情報がない」等を挙げている。

持ち保証 売と 商 持ち保証 数を た 売 式 客から 望があ た場合商 無料交（※日持ち保証販売とは、商品の日持ち保証日数を明示した販売形式。顧客から要望があった場合商品の無料交
換サービスを明示した販売形式を含む。）

○この基礎的ニーズに応え、消費者の花きへの関心を高めた上で、その後の展開を図ることが、需要の低迷、国内生
産の減少という逆境下にある我が国花き産業の発展のためには不可欠。

○消費者が求める切り花の観賞期間 ○小売店における日持ち保証販売の認知度 ○小売店が日持ち保証販売に
取り組まない理由

1.3%
3 7%

（ｎ＝５２０） （ｎ＝８８６）
１日間

３日間
3.7%

12.1%
30.6%

40.3% 58.4% 1.4%

知っている 知らない 無回答

（ｎ＝７３回答数３つ以内）
５日間

１０日間以上

95

64

小売店だけでは取り組めない

（花の供給体制ができていない）

取り組んでいる生産者、市場の

情報がない

○小売店の日持ち保証取引に取り組む意向

52.3%

７日間

37

36

日持ち保証販売のメリット等に

ついて消費者向けＰＲがされて

いない

自店独自の品質保証を実施し

ている

資料：「花と環境に関する調査」
ＭＰＳジャパン㈱H21.9

9.6% 36.9% 53.4%

34

25

実施すると経費が増加する（ロス

率、仕入値等が高くなるため）

取り組んでいる小売店の情報が

ない

（ｎ＝３６３）

既に取り組んでいる 今後取り組むつもり 取り組む予定なし

資料：平成２１年度「ＪＦＴＤ白書」

17特に理由がない



○今までは作れば売れるという状況下で生産者は種類や色などの選択を自己の都合で行ってきたところが多かった
が 最近では消費者のニーズを捉えるために 卸売会社等による情報提供サービス等を活用したり 自らインター

対応策７：需要家ニーズの把握・分析、生産販売戦略の策定・実践

が、最近では消費者のニーズを捉えるために、卸売会社等による情報提供サービス等を活用したり、自らインター
ネット販売や消費者とコミュニケーションを図れるような企画を実施したりしているところもある。

○これら取組みを通じ得られたニーズを分析し、生産販売戦略を立てた上で生産することは所得の増大の上で有効。
○農林水産省では、農業の収益力の向上を図るため、一定のまとまりを持った産地等が策定した生産販売戦略の実

現に向けた取組に対し支援現に向けた取組に対し支援。

○生産者による消費者ニーズの把握方法 ○生と販の連携の事例

□ インターネットによる花情報提供サービス
・(株)大田花きが提供するインターネットによる花情報提供サービスで
は、生産者が「誰が買ってくれているのか？」（例：○○生花店[専門
店] 本数○○本 単価○○円）、「どんなお店でどんな商品が売ら
れ るか （例 ブ イダ 葬儀関係店[業務店] ○月購入上位

□千葉県の花き研究会メンバーが、市場関係者や
小売店等をゲストに切花、鉢もの等の紹介展示・
情報交流会の場を２００３年から実施し、毎回百数
十名のゲストが参加している また 花き専門店のれているか？」（例： ブライダル・葬儀関係店[業務店] ○月購入上位

品目、１位○○、２位○○など）等の情報を入手できる。
□ 切花生産者参加型の販売支援システム

・(株)オークネットが提供する生産者向け情報提供サービス（ｉ flower）
では、①過去の取引相場情報の提供、②購入側 との意見交換でき
るサイトの提供、③オークション開催日の入荷情報の提供、④出荷
し商品のリアルタイムな販売状況 ⑤前年と比較したマ ケティング

十名のゲストが参加している。また、花き専門店の
社員研修の受け入れや農場見学会、市場訪問等
を行うなど生産者と販売者との連携を図っている。

□長野県の上伊那農協では、首都圏だけでなく、東海
地域や関西地域の大手小売店やスーパー等と連携

【展示・情報交流会】 【農場見学会】

し商品のリアルタイムな販売状況、⑤前年と比較したマーケティング
データの提供、⑥生産者が持ち込んだ画像や今後の出荷情報を購
入側に効率よくＰＲ出来るサイトの提供などを行い販売支援を行って
いる。

□ 小売店等への直販、イベント広場での展示・販売等
・福島県で花きの育種、生産、販売に努めている生産育種家の矢祭
園芸は、オリジナル品種を市場への出荷だけでなく、通販や様々な

地域や関西地域の大手小売店やス パ 等と連携
して産地フェアを実施。
また、和歌山県のみなべいなみ農協と合同で産地

合同フェアを首都圏のスーパーにおいて実施。

【産地フェア】

園芸は、オリジナル品種を市場への出荷だけでなく、通販や様々な
企画による販売、小売店、専門店、量販店への直接販売によって消
費者のニーズを捉えている。また、大消費地のイベント広場で、消費
者にオリジナル品種を展示・販売するとともに、誰もが参加できるセ
ミナーを開催するなどして、消費者とのコミュニケーションを図ってい

る。
□ インターネットによる販売

□東京都内の専門店である小田急ランドフローラは、
店のフェアの一環として、産地フェアを実施。産地
直送で鮮度の良い花を「生産者の顔」とともに紹介。

・岐阜県のセントラルローズはインターネット販売会社（楽天市場）へ
出店し販売を行っている。それを通じて消費者から直接得たさまざま
な質問や要望を利用して商品開発や情報の提供へつなげている。

資料；農林水産省花き産業振興室調べ

【生産者の顔】



対応策８：日持ちの良い花き等を求めるニーズへの対応

○日持ち性を高い状態で維持できる湿式低温流通量（バケットを含む。）は、年々増加しているが、出荷数量に占め
る割合は全体の７％とまだ低い状況にあるなど、日持ちの良い花を求めるニーズへの対応は不十分。

○消費者の求める切り花の日持ち性を向上させるためには 生産から小売りまでの各段階で品目に応じた適切な○消費者の求める切り花の日持ち性を向上させるためには、生産から小売りまでの各段階で品目に応じた適切な
前処理の実施、温度管理の徹底等を行うなど、花き産業に携わる者全てが、高い意識を持って日持ち性への配
慮や向上に向けた取組を進めることが必要。

○農林水産省では、収集荷施設や卸売市場における低温卸売場や保冷庫の整備への支援や日持ち保証販売の実
践者をモデルとして そのノウハウを広げていく取組に対する支援を実施践者をモデルとして、そのノウハウを広げていく取組に対する支援を実施。

○また、「環境にやさしい商品が欲しい。」との消費者からの要望が非常に多く、花きにおいても「カーボンフットプリ
ント」や「エコファーマー」、「MPSーABC」などを差別化やブランド化に活用を検討。

○湿式低温流通量の推移 ○環境への配慮の事例○湿式低温流通量の推移
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○環境 の配慮の事例

□農業分野での国内クレジット制度取組事例
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出荷数量に占める割合７ ９％（Ｈ２０）
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資料；農林水産省ＨＰより

キ ク バ ラ カ－ネ－ション トルコギキョウ カスミソウ

ガーベラ アルストロメリア スターチス その他の切り花

出荷数量に占める割合７．９％（Ｈ２０）

資料：農林水産省花き産業振興室調べ

○日持ち保証販売の実施例

○カーボンフットプリント（Ｃａｒｂｏｎ Ｆｏｏｔ Ｐｒｉｎｔ：ＣＦＲ）

と

□ 茨城県の常陸野カーネーション組合では11月から5月末日までに販売したカーネーション
の秀品及び優品について、セリ日から１３日間の日持ちを保証。その際、買参人に水揚
げ、室温、後処理等の品質管理方法を提案している。

□ 長野県のＪＡ上伊那では日持ち保証販売を平成１８年度から実施しており、平成２０年度で
は和歌山県のＪＡみなべいなみと産地協賛で日持ち保証販売フェアを首都圏のスーパーと

○日持ち保証販売の実施例
■ ＣＦＰとは

個人や団体等が生活や活動で排出される二酸化炭素などの温
室効果ガスの量を把握し、その排出量等を商品等に表示するこ
と。

は和歌山県のＪＡみなべいなみと産地協賛で日持ち保証販売フェアを首都圏のス パ と
連携して実施。購入より７日間鮮度保証して販売。

□イギリスのテスコ（スーパー）やドイツのブルーム2000（花屋）は、消費者が購入してから５～
７日間の日持ちを保証している。

カーボンフットプリント・統一マーク


